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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月17日(2009.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリオキシエチレン含有開始剤によりキレート化された少なくとも1つのカチオンを有
する塩基触媒の存在下、ポリオキシエチレン含有開始剤をアルキレンオキシドでアルコキ
シル化することを含む、約500 g/モルを超える数平均分子量を有する長鎖ポリエーテルポ
リオールの製造方法。
【請求項２】
　長鎖ポリエーテルポリオールが、ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えられた、
約1重量%～約10重量%(長鎖ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシエチレ
ン含量を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ポリオキシエチレン含有開始剤を製造するためのスターターが、C1-C30モノオール、エ
チレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリコ
ール、1,3-プロパンジオール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコール、ネ
オペンチルグリコール、1,4-ブタンジオール、1,2-ブタンジオール、2,3-ブタンジオール
、1,3-ブタンジオール、1,6-ヘキサンジオール、グリセリン、トリメチロールプロパン、
トリメチロールエタン、ペンタエリスリトール、α-メチルグルコシド、ソルビトール、
マンニトール、ヒドロキシメチルグルコシド、ヒドロキシプロピルグルコシド、スクロー
ス、N,N,N’,N’-テトラキス[2-ヒドロキシエチルまたは2-ヒドロキシプロピル]エチレン
ジアミン、1,4-シクロヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノール、ハイドロキノン
、レゾルシノール、およびそれらの混合物から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　アルキレンオキシドが、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、オキセタン、1,2-お
よび2,3-ブチレンオキシド、イソブチレンオキシド、エピクロロヒドリン、シクロヘキセ
ンオキシド、スチレンオキシド、C5-C30 α-アルキレンオキシドおよびそれらの混合物か
ら選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　塩基触媒が、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化バリウムおよび水酸化セシウ
ムから選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　長鎖ポリエーテルポリオールが、約1,000 g/モル～約8,000 g/モルの数平均分子量を有
する、請求項１に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　本発明の上記の実施例は、本発明を制限する目的ではなく、例示の目的で提供される。
本明細書に記載された実施態様は、本発明の精神および範囲を逸脱することなく、種々の
方法で変形または修正され得ることは当業者には明らかである。本発明の範囲は、添付の
特許請求の範囲によって判定すべきである。
　本発明の好ましい態様は、以下を包含する。
［１］ポリオキシエチレン含有開始剤によりキレート化された少なくとも1つのカチオン
を有する塩基触媒の存在下、ポリオキシエチレン含有開始剤をアルキレンオキシドでアル
コキシル化することにより製造される、約500 g/モルを超える数平均分子量を有する長鎖
ポリエーテルポリオール。
［２］ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えられた、少なくとも約0.5重量%(長鎖
ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシエチレン含量を有する、［１］に
記載の長鎖ポリエーテルポリオール。
［３］ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えられた、約1重量%～約10重量%(長鎖ポ
リエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシエチレン含量を有する、［１］に記
載の長鎖ポリエーテルポリオール。
［４］ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えられた、約2重量%～約7重量%(長鎖ポ
リエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシエチレン含量を有する、［１］に記
載の長鎖ポリエーテルポリオール。
［５］ポリオキシエチレン含有開始剤を製造するためのスターターが、C1-C30モノオール
、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレング
リコール、1,3-プロパンジオール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコール
、ネオペンチルグリコール、1,4-ブタンジオール、1,2-ブタンジオール、2,3-ブタンジオ
ール、1,3-ブタンジオール、1,6-ヘキサンジオール、グリセリン、トリメチロールプロパ
ン、トリメチロールエタン、ペンタエリスリトール、α-メチルグルコシド、ソルビトー
ル、マンニトール、ヒドロキシメチルグルコシド、ヒドロキシプロピルグルコシド、スク
ロース、N,N,N’,N’-テトラキス[2-ヒドロキシエチルまたは2-ヒドロキシプロピル]エチ
レンジアミン、1,4-シクロヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノール、ハイドロキ
ノン、レゾルシノール、およびそれらの混合物から選択される、［１］に記載の長鎖ポリ
エーテルポリオール。
［６］アルキレンオキシドが、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、オキセタン、1,
2-および2,3-ブチレンオキシド、イソブチレンオキシド、エピクロロヒドリン、シクロヘ
キセンオキシド、スチレンオキシド、C5-C30 α-アルキレンオキシドおよびそれらの混合
物から選択される、［１］に記載の長鎖ポリエーテルポリオール。
［７］アルキレンオキシドが、プロピレンオキシド、またはエチレンオキシドのブロック
が続くプロピレンオキシドのブロックである、［１］に記載の長鎖ポリエーテルポリオー
ル。
［８］塩基触媒が、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化バリウムおよび水酸化セ
シウムから選択される、［１］に記載の長鎖ポリエーテルポリオール。
［９］塩基触媒が水酸化カリウムである、［１］に記載の長鎖ポリエーテルポリオール。
［１０］約500 g/モル～約50,000 g/モルの数平均分子量を有する、［１］に記載の長鎖
ポリエーテルポリオール。
［１１］約1,000 g/モル～約30,000 g/モルの数平均分子量を有する、［１］に記載の長
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鎖ポリエーテルポリオール。
［１２］約1,000 g/モル～約8,000 g/モルの数平均分子量を有する、［１］に記載の長鎖
ポリエーテルポリオール。
［１３］ポリオキシエチレン含有開始剤によりキレート化された少なくとも1つのカチオ
ンを有する塩基触媒の存在下、ポリオキシエチレン含有開始剤をアルキレンオキシドでア
ルコキシル化することを含む、約500 g/モルを超える数平均分子量を有する長鎖ポリエー
テルポリオールの製造方法。
［１４］長鎖ポリエーテルポリオールが、ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えら
れた、少なくとも約0.5重量%(長鎖ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシ
エチレン含量を有する、［１３］に記載の方法。
［１５］長鎖ポリエーテルポリオールが、ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えら
れた、約1重量%～約10重量%(長鎖ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシ
エチレン含量を有する、［１３］に記載の方法。
［１６］長鎖ポリエーテルポリオールが、ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えら
れた、約2重量%～約7重量%(長鎖ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシエ
チレン含量を有する、［１３］に記載の方法。
［１７］ポリオキシエチレン含有開始剤を製造するためのスターターが、C1-C30モノオー
ル、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレン
グリコール、1,3-プロパンジオール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコー
ル、ネオペンチルグリコール、1,4-ブタンジオール、1,2-ブタンジオール、2,3-ブタンジ
オール、1,3-ブタンジオール、1,6-ヘキサンジオール、グリセリン、トリメチロールプロ
パン、トリメチロールエタン、ペンタエリスリトール、α-メチルグルコシド、ソルビト
ール、マンニトール、ヒドロキシメチルグルコシド、ヒドロキシプロピルグルコシド、ス
クロース、N,N,N’,N’-テトラキス[2-ヒドロキシエチルまたは2-ヒドロキシプロピル]エ
チレンジアミン、1,4-シクロヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノール、ハイドロ
キノン、レゾルシノール、およびそれらの混合物から選択される、［１３］に記載の方法
。
［１８］アルキレンオキシドが、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、オキセタン、
1,2-および2,3-ブチレンオキシド、イソブチレンオキシド、エピクロロヒドリン、シクロ
ヘキセンオキシド、スチレンオキシド、C5-C30 α-アルキレンオキシドおよびそれらの混
合物から選択される、［１３］に記載の方法。
［１９］アルキレンオキシドが、プロピレンオキシド、またはエチレンオキシドのブロッ
クが続くプロピレンオキシドのブロックである、［１３］に記載の方法。
［２０］塩基触媒が、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化バリウムおよび水酸化
セシウムから選択される、［１３］に記載の方法。
［２１］塩基触媒が水酸化カリウムである、［１３］に記載の方法。
［２２］長鎖ポリエーテルポリオールが、約500 g/モル～約50,000 g/モルの数平均分子
量を有する、［１３］に記載の方法。
［２３］長鎖ポリエーテルポリオールが、約1,000 g/モル～約30,000 g/モルの数平均分
子量を有する、［１３］に記載の方法。
［２４］長鎖ポリエーテルポリオールが、約1,000 g/モル～約8,000 g/モルの数平均分子
量を有する、［１３］に記載の方法。
［２５］少なくとも1つのポリイソシアネートと、
ポリオキシエチレン含有開始剤によりキレート化された少なくとも1つのカチオンを有す
る塩基触媒の存在下、ポリオキシエチレン含有開始剤をアルキレンオキシドでアルコキシ
ル化することにより製造される、約500 g/モルを超える数平均分子量を有する長鎖ポリエ
ーテルポリオールとの、
必要に応じて発泡剤、界面活性剤、他の架橋剤、増量剤、顔料、難燃剤、触媒および充填
剤のうちの少なくとも1つの存在下での、
反応生成物を含んでなる、軟質ポリウレタンフォーム。
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［２６］少なくとも1つのポリイソシアネートが、エチレンジイソシアネート、1,4-テト
ラメチレンジイソシアネート、1,6-ヘキサメチレンジイソシアネート、1,12-ドデカンジ
イソシアネート、シクロブタン-1,3-ジイソシアネート、シクロヘキサン-1,3-および-1,4
-ジイソシアネート、1-イソシアナト-3,3,5-トリメチル-5-イソシアナトメチル-シクロヘ
キサン(イソホロンジイソシアネート)、2,4-および2,6-ヘキサヒドロトルエンジイソシア
ネート、ジシクロヘキシルメタン-4,4’-ジイソシアネート(水素化MDIまたはHMDI)、1,3-
および1,4-フェニレンジイソシアネート、2,4-および2,6-トルエンジイソシアネート(TDI
)、ジフェニルメタン-2,4’-および／または-4,4’-ジイソシアネート(MDI)、ポリマージ
フェニルメタンジイソシアネート(PMDI)、ナフチレン-1,5-ジイソシアネート、トリフェ
ニル-メタン-4,4’,4’’-トリイソシアネート、ポリフェニル-ポリメチレン-ポリイソシ
アネート(クルードMDI)、ノルボルナンジイソシアネート、m-およびp-イソシアナトフェ
ニルスルホニルイソシアネート、過塩素化アリールポリイソシアネート、カルボジイミド
変性ポリイソシアネート、ウレタン変性ポリイソシアネート、アロファネート変性ポリイ
ソシアネート、イソシアヌレート変性ポリイソシアネート、尿素変性ポリイソシアネート
、ビウレット含有ポリイソシアネート、イソシアネート末端プレポリマーおよびそれらの
混合物から選択される、［２３］に記載の軟質ポリウレタンフォーム。
［２７］少なくとも1つのポリイソシアネートが、2,4-および2,6-トルエンジイソシアネ
ートおよびそれらの混合物(TDI)から選択される、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフ
ォーム。
［２８］長鎖ポリエーテルポリオールが、ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えら
れた、少なくとも約0.5重量%(長鎖ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシ
エチレン含量を有する、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフォーム。
［２９］長鎖ポリエーテルポリオールが、ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えら
れた、約1重量%～約10重量%(長鎖ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシ
エチレン含量を有する、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフォーム。
［３０］長鎖ポリエーテルポリオールが、ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えら
れた、約2重量%～約7重量%(長鎖ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシエ
チレン含量を有する、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフォーム。
［３１］ポリオキシエチレン含有開始剤を製造するためのスターターが、C1-C30モノオー
ル、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレン
グリコール、1,3-プロパンジオール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコー
ル、ネオペンチルグリコール、1,4-ブタンジオール、1,2-ブタンジオール、2,3-ブタンジ
オール、1,3-ブタンジオール、1,6-ヘキサンジオール、グリセリン、トリメチロールプロ
パン、トリメチロールエタン、ペンタエリスリトール、α-メチルグルコシド、ソルビト
ール、マンニトール、ヒドロキシメチルグルコシド、ヒドロキシプロピルグルコシド、ス
クロース、N,N,N’,N’-テトラキス[2-ヒドロキシエチルまたは2-ヒドロキシプロピル]エ
チレンジアミン、1,4-シクロヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノール、ハイドロ
キノン、レゾルシノール、およびそれらの混合物から選択される、［２５］に記載の軟質
ポリウレタンフォーム。
［３２］アルキレンオキシドが、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、オキセタン、
1,2-および2,3-ブチレンオキシド、イソブチレンオキシド、エピクロロヒドリン、シクロ
ヘキセンオキシド、スチレンオキシド、C5-C30 α-アルキレンオキシドおよびそれらの混
合物から選択される、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフォーム。
［３３］アルキレンオキシドが、プロピレンオキシド、またはエチレンオキシドのブロッ
クが続くプロピレンオキシドのブロックである、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフォ
ーム。
［３４］塩基触媒が、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化バリウムおよび水酸化
セシウムから選択される、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフォーム。
［３５］塩基触媒が水酸化カリウムである、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフォーム
。
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［３６］長鎖ポリエーテルポリオールが、約500 g/モル～約50,000 g/モルの数平均分子
量を有する、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフォーム。
［３７］長鎖ポリエーテルポリオールが、約1,000 g/モル～約30,000 g/モルの数平均分
子量を有する、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフォーム。
［３８］長鎖ポリエーテルポリオールが、約1,000 g/モル～約8,000 g/モルの数平均分子
量を有する、［２５］に記載の軟質ポリウレタンフォーム。
［３９］少なくとも1つのポリイソシアネートと、
ポリオキシエチレン含有開始剤によりキレート化された少なくとも1つのカチオンを有す
る塩基触媒の存在下、ポリオキシエチレン含有開始剤をアルキレンオキシドでアルコキシ
ル化することにより製造される、約500 g/モルを超える数平均分子量を有する長鎖ポリエ
ーテルポリオールとを、
必要に応じて発泡剤、界面活性剤、他の架橋剤、増量剤、顔料、難燃剤、触媒および充填
剤のうちの少なくとも1つの存在下、
反応させることを含む、軟質ポリウレタンフォームの製造方法。
［４０］少なくとも1つのポリイソシアネートが、エチレンジイソシアネート、1,4-テト
ラメチレンジイソシアネート、1,6-ヘキサメチレンジイソシアネート、1,12-ドデカンジ
イソシアネート、シクロブタン-1,3-ジイソシアネート、シクロヘキサン-1,3-および-1,4
-ジイソシアネート、1-イソシアナト-3,3,5-トリメチル-5-イソシアナトメチル-シクロヘ
キサン(イソホロンジイソシアネート)、2,4-および2,6-ヘキサヒドロトルエンジイソシア
ネート、ジシクロヘキシルメタン-4,4’-ジイソシアネート(水素化MDIまたはHMDI)、1,3-
および1,4-フェニレンジイソシアネート、2,4-および2,6-トルエンジイソシアネート(TDI
)、ジフェニルメタン-2,4’-および／または-4,4’-ジイソシアネート(MDI)、ポリマージ
フェニルメタンジイソシアネート(PMDI)、ナフチレン-1,5-ジイソシアネート、トリフェ
ニル-メタン-4,4’,4’’-トリイソシアネート、ポリフェニル-ポリメチレン-ポリイソシ
アネート(クルードMDI)、ノルボルナンジイソシアネート、m-およびp-イソシアナトフェ
ニルスルホニルイソシアネート、過塩素化アリールポリイソシアネート、カルボジイミド
変性ポリイソシアネート、ウレタン変性ポリイソシアネート、アロファネート変性ポリイ
ソシアネート、イソシアヌレート変性ポリイソシアネート、尿素変性ポリイソシアネート
、ビウレット含有ポリイソシアネート、イソシアネート末端プレポリマーおよびそれらの
混合物から選択される、［３９］に記載の方法。
［４１］少なくとも1つのポリイソシアネートが、2,4-および2,6-トルエンジイソシアネ
ートおよびそれらの混合物(TDI)から選択される、［３９］に記載の方法。
［４２］長鎖ポリエーテルポリオールが、ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えら
れた、少なくとも約0.5重量%(長鎖ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシ
エチレン含量を有する、［３９］に記載の方法。
［４３］長鎖ポリエーテルポリオールが、ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えら
れた、約1重量%～約10重量%(長鎖ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシ
エチレン含量を有する、［３９］に記載の方法。
［４４］長鎖ポリエーテルポリオールが、ポリオキシエチレン含有開始剤によって与えら
れた、約2重量%～約7重量%(長鎖ポリエーテルポリオールの重量に基づく)のポリオキシエ
チレン含量を有する、［３９］に記載の方法。
［４５］ポリオキシエチレン含有開始剤を製造するためのスターターが、C1-C30モノオー
ル、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレン
グリコール、1,3-プロパンジオール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコー
ル、ネオペンチルグリコール、1,4-ブタンジオール、1,2-ブタンジオール、2,3-ブタンジ
オール、1,3-ブタンジオール、1,6-ヘキサンジオール、グリセリン、トリメチロールプロ
パン、トリメチロールエタン、ペンタエリスリトール、α-メチルグルコシド、ソルビト
ール、マンニトール、ヒドロキシメチルグルコシド、ヒドロキシプロピルグルコシド、ス
クロース、N,N,N’,N’-テトラキス[2-ヒドロキシエチルまたは2-ヒドロキシプロピル]エ
チレンジアミン、1,4-シクロヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノール、ハイドロ
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キノン、レゾルシノール、およびそれらの混合物から選択される、［３９］に記載の方法
。
［４６］アルキレンオキシドが、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、オキセタン、
1,2-および2,3-ブチレンオキシド、イソブチレンオキシド、エピクロロヒドリン、シクロ
ヘキセンオキシド、スチレンオキシド、C5-C30 α-アルキレンオキシドおよびそれらの混
合物から選択される、［３９］に記載の方法。
［４７］アルキレンオキシドが、プロピレンオキシド、またはエチレンオキシドのブロッ
クが続くプロピレンオキシドのブロックである、［３９］に記載の方法。
［４８］塩基触媒が、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化バリウムおよび水酸化
セシウムから選択される、［３９］に記載の方法。
［４９］塩基触媒が水酸化カリウムである、［３９］に記載の方法。
［５０］長鎖ポリエーテルポリオールが、約500 g/モル～約50,000 g/モルの数平均分子
量を有する、［３９］に記載の方法。
［５１］長鎖ポリエーテルポリオールが、約1,000 g/モル～約30,000 g/モルの数平均分
子量を有する、［３９］に記載の方法。
［５２］長鎖ポリエーテルポリオールが、約1,000 g/モル～約8,000 g/モルの数平均分子
量を有する、［３９］に記載の方法。
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